
国際日本研究学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in International and Advanced Japanese Studies

 グローバル化する社会の中で、国際的・比較的な視野のもとに日本の文化・社会について人

文科学、社会科学、日本語教育学に跨がる研究及び教育能力を有し、その成果を広く国内の

みならず海外にも発信していける研究者・教育者、並びに人文科学、社会科学両分野、日本語

教育学の各分野の専門的かつ国際的な学識を備え、世界で活躍する人材を養成する。

 グローバルな視点から現代日本の特質を解明するために幅広い専門的知識と俯瞰的なもの

の見方を身に付け、そのための基礎的な素養の修得と、幅広い関連領域を学修し、高度専門職、

研究職を担いうる能力のある人材。日本語教育に関しては、国際的な研究・教育領域を掘り下

げて研究できる能力、および日本語教育に関する専門的な学識を世界に向けて発信する研究

能力、教育能力、高度な専門能力のある人材。
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 国際的・比較的な視野のもとに日本の文化・社会について研究し、その成果をもとに、日本や東アジアを中心に

世界が抱えるさまざまな問題に主体的に取り組んでいく意欲をもつ学生および社会人。後期課程ではこのような問

題に対して研究者としてあるいは高度な研究能力を持つ職業人として、正面から取り込む意欲を持つ学生や社会

人を広く求める。日本語教育に関しては国際的な研究・教育領域を掘り下げて研究し、日本語教育に関する専門

的な学識を世界に向けて発信する意欲を持つ学生および社会人。後期課程ではこうした課題に対して研究者とし

てあるいは高度な研究能力を持つ職業人として、正面から取り込む意欲を持つ学生や社会人を広く求める。

 入学者の選抜にあたっては、一般入試、推薦入試、社会人特別選抜などの入学者選抜方式によって多様な入

学志願者に対応するとともに、募集人員を分割し、同一年度に複数回の入学試験を実施する。

・一般入試では、専門科目の筆記試験、及び口述試験を実施し、総合的に判定する。専門科目は、国際日本研究

に関係する「政治」 「経済」 「文学・文化・思想」 「法律・社会・メディア・情報」 「言語学」 「日本語教育学」の分野

から１つ出願時に選択した科目について日本語または英語（「日本語教育学」は日本語のみ）で解答させ、博士

後期課程において高度な国際日本研究を遂行しうる専門的能力、研究しようとしている分野の専門的知識を判定

する。専門科目は、博士論文を執筆する言語で解答させるので、解答における語学力、及び修士論文や研究計

画書等の書類の語学力で判定するため、外国語の筆記試験は行わない。口述試験は、研究計画書等を参考とし、

学修成果や思考力、語学力、研究に対する情熱・意欲、研究しようとしている分野の専門的知識に加え、プレゼ
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 ンテーション能力やコミュニケーション能力も判定する。

・ 推薦入試では、 小論文の筆記試験、 及び口述試験を実施する。 推薦入試は、 研究者として大学等研究

機関に就職することを目指す修士の学位を取得した、あるいは取得予定の学生、 もしくは海外の大学教

員や高度職業人を対象とする。受験者は、修士の学位を取得しているか、取得予定であるため、専門科

目の試験に代えて、 小論文により、 専門分野に関する知識、 理解力、 論理的思考能力等、 博士後期課

程において高度な国際日本研究を遂行しうる専門的能力を判定する。口述試験は、 研究計画書等を参

考とし、国際日本研究に正面から取り組む意欲、研究計画、本学位プログラムを志望する理由、研究しよ

うとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力なども判定する。

・ 社会人特別選抜では、専門科目の筆記試験及び口述試験を実施する。社会人特別選抜は、 社会人とし

ての経験を有している者を対象としている。 専門科目は、 国際日本研究に関係する「政治」 「経済」 「文

学・ 文化・ 思想」 「法律・ 社会・ メディア・ 情報」 「言語学」 「日本語教育学」 の分野から１つ出願時に選択

した科目について日本語または英語（「日本語教育学」 は日本語のみ） で解答させ、高度な国際日本研究

を遂行しうる専門的能力を判定する。口述試験は、研究計画や社会人として得られた問題意識、研究しよ

うとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力なども判定する。
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